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論文内容の要旨
本論文は、長大 PC 斜張橋について、合理的設計・革新的施工法に関する検討を行い、施工コストの縮減・明確化
のために施工管理および施工法を合理化することを論じたものであり、以下の 7章で構成している。
第 1 章は序論で、 PC 斜張橋の長大化の背景と、設計・施工上での問題点を概説し、本研究の目的と意義を明らか
にしている。そして本論文の構成を示しているo
第 2 章では，長大スパン PC 斜張橋の主塔および受梁、主桁の構造特性を分類し、それらの施工法の現状を分析し
ている o さらに PC 斜張橋における施工管理の現状と問題点を指摘しているo
第 3 章では、長大 PC 斜張橋の構造上の特殊条件に関する検討を行っているo 主な条件として、主塔の耐震性、主
塔および主桁を支持する橋脚部受梁の耐荷性、並びにこの部位におけるコンクリートの施工性を取り挙げている。主
塔は大規模な逆 Y 形形式が多く、軸力依存性が高いので、地震時に対して曲げ一軸力の達成効果を評価している。
主塔からの高い軸方向圧縮力を受けると同時に主桁を支持する受梁は、大規模 PC コーベルとなるが、その設計法に
ついて実験的・解析的考察を加え新しい方法を示すとともに、複雑な構造のため、革新的な一括架設法を提案・実施
し、大幅な工期短縮を実証している。また、この部位での高流動コンクリートの適用性について検討している。
第 4 章では、張り出し架設する主桁の施工管理システムの合理化について検討しているo 基本思想および着目点を
明確にした分割管理方式を提案し、 PC 斜張橋における施工管理の合理化に有効であることを実証しているo また、
コンクリートの施工時クリープを考慮、した施工管理の必要性を解析的に考察し、従来の考慮、しない場合との比較を出
来形に与える影響値で明らかにしている。
第 5 章では、長大 PC 斜張橋各部位の構造や形状の特徴に見合った施工容態を創出してコスト縮減を図ること、並
びに各部位での詳細なコストの明確化を図るため、生産性に影響を与えるあらゆる施工情報を体系的に収集・分析し、
定量化する情報システムを開発している o そして、長大 PC 斜張橋における主桁の施工法に関する合理化、並びに斜
材架設に関する合理化について提案・実施してし、る。
第 6 章では、施工管理および施工法に関するコスト縮減について考察している o また、生産性および生産安定性の
向上のための設備投資と構造規模との関係について損益分岐点解析を行い、分岐点を明らかにしている。これら技術
的側面の他に、人間的側面が建設工事において重要な要因になることを指摘し、ヒューマンリレーションとコスト縮
減との相関について論じている。
FHυ a且エ
第 7 章で、第 2 章から第 6 章までの研究成果を総括するとともに、今後の研究の展望を述べている。
論文審査の結果の要旨
PC斜張橋はその優美な姿を採用理由としてこれまで多数建設されてきた。しかし、最近、構造の多様化が進み、
PC 斜張橋の適用スパン範囲に、複合構造橋梁やエクストラドーズド橋という形式が入り込み、 PC 斜張橋はより長
大スパン化に移行している。一方で、最近の長期の経済不況から公共構造物のコスト縮減が叫ばれ、 PC 斜張橋も設
計・施工の合理化をはかり、コストの縮減を達成する必要がある o このような背景から、本論文は長大 PC 斜張橋の
設計・施工の合理化、ならびに施工管理の合理化について研究を進めたものであり、以下に示すような有用な成果を
得ている。
(1)長大 PC 斜張橋の構造特性を分析し、設計・施工に関する特殊条件を見出し、それらの解決が強く要求されてい
ることを明確にしている o
(2) 長大 PC 斜張橋では主塔の耐震性が重要な設計要因であるが、非線形性を考慮、した解析から、幾何学的な非線形
性の影響は少ないことを明らかにしている。
(3) 橋脚頭部の大規模コーベルに関する設計法の問題を指摘し、実験並びに解析からその設計法を提案し、実施設計
しているo また、河川中に建つ橋脚の建設は渇水期に制限され、その短い工期の中で橋脚工事を完了するため、
コーベルを含む受梁部の鉄筋組と PC 鋼材の骨組みをプレハプ化して一括架設する研究を行い、それを実現して
いる o また、この受梁部の配筋は非常に輔嘆するため、通常のコンクリート打設、締め固め作業が困難であるこ
とから、高流動コンクリートの利用を考え、実施に向けて配合等について検討し、実用に成功している o
(4) PC 斜張橋の架設で今一つ特徴的なものは主桁の建設であり、ケープル斜材を利用した橋脚頭部から張り出し施
工で順次行うことである o 精度よく、かつ経済的に行うには、繰り返し行うブロック毎の施工の合理化と施工管
理の合理化が挙げられる。前者の施工法の合理化を計る目的のため、コストの明確化ができる工事情報システム
を開発している o それに基づき、主桁箱桁の施工において内型枠の移動型枠化、ウエプ鉄筋のプレハプ化、およ
び鉄筋材料供給の物流システム化等の改善策を見出し、それらを実施した場合の生産性向上度を明らかにしてい
る o
(5) 後者の施工管理については分割管理方法を提案し、それを実施して非常に優れた成果が得られることを実証して
いる。
(6) 長大 PC 斜張僑におけるコスト縮減に関して、施工管理の合理化を提案し、施工における設備投資に対する損益
分析を行って構造規模の分岐点を求めている。加えて、コスト縮減には現場における人間関係が重要な要因とな
ることを考察している。
以上のように、本論文は、コンクリート系橋梁で大きな位置を占める長大 PC 斜張橋の合理的設計法、および革新
的な施工法について提案・実証するとともに、公共構造物に要求されるコスト縮減をはかりつつ、建設を合理的に進
める施工技術の合理化、施工管理について工学的に体系化したもので、橋梁工学、コンクリート工学ならびに社会基
盤施工学の進歩に寄与するところが大きい。よって、本論文は、博士論文として価値あるものと認める。
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